
様式第二号の十三 (第人条の十七の二関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和 7(2025)年 5月 12日

大分県知事

佐藤 樹一郎  殿

提出者

住 所 大分県中津市大宇田尻 2680-1
氏 名 DIC九 州ポリマ株式会社

代表取締役社長 安部 憲治
1電話番号  0979-32-5870

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

-7:5112

事 業 場 の 名 称 DIC九州ポリマ株式会社

事 業 場 の 所 在 地 大分県中津市大宇田尻 2680-1

計 画 期 間 令不日7(2025)年 4月 1′日～令和 8(2026)年 3月 3.1日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 合成樹脂製造

② 事 業 の 規 模 資本金 1億円、年間売上 88億円

③ 従 業 員 数 47名

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

別紙 1の とおり

(日 本工業規格 A列 4番)



(第 2面)

)

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和6(2024)年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

排   出  量 159, 632t t

① 現状 (これまでに実施した取組)
。自社での再生
。自社でのリサイクル

【目標】

特別管理産業廃乗物の種類 引火性廃油

排   出  量 120 255t t

② 計画 (今後実施する予定の取組)
・製造工程でのジサイクル

・自社でのリサイクル強化
。有価売賢
・生産減により排出量24,7%減の見込み

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

① 現状

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取

組)
・危険物屋外貯蔵所にて引火性廃油として管理

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組 )
。現行通 り

② 計画



(第 3面)

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和6(2024)年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 アセ トン メタノール

自ら再生不1用を行つた

特別管理産業廃乗物の量
10, 720t O. 640t

① 現状
(これまでに実施した取組)
・自動再生装置を導入し再生を実施

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 アセ トン メタノール

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
8. 076t 0. 482t

② 計画

(今後実施する予定の取組)
・現状の取組を継続
・生産減によりり,出量24.7%減の見込み

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (   年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
t t

理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t t

② 計画

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら埋 立 処 分

を 行  つ た
特別管理産業廃棄物の量

t t

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃乗物の種類

自 ら埋 立 処 分

を  行   う
特別管理産業廃葉物の量

t t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和6(2024)年度)実績】

特別管理産業廃乗物の種類 引火性廃油

全 処 理 委 託 量 148, 272t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
148. 272t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
Ot t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot t

(これまでに実施した取組)
・産廃の燃料化、熱回収率のUP等、環境に優しい取組に意欲的な
業者へ委託

)



(第 5面)

③ 計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

全 処 理 委 託 量 111. 697t t

111. 697t t

Ot t

Ot t

Ot t

(今後実施する予定の取組)
・これまでの施策の継続強化
・各処理業者へ、環境に対する取組を毎年ヒアリング、確認
。生産減により排出量24.7%減の見込み

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和6(2024)年度)実績】

特別管理産業廃棄物

排   出   量
ば,獅とビフェニlレ廃栗物を除く。)

148.272t

(今後実施する予定の取組)

平成 29(2017)年 7月 より導入済

※事務処理欄



④ 特別管理産業廃棄物の一連の処理の工程 別紙 1

合成樹脂製造

管在庫管理 (危険物屋外貯蔵所)

集運搬委託

乾 燥洗 浄充 填調 整

応中に一部を余剰溶剤として抜取

藩剤洗浄にて汚れた溶剤を特管産廃として搬出。

反 応

引火性廃油

中間処理 H燃料化

委託産廃業者が製品 (燃料)と して出荷

原材投入

委
託
処
理



特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 男u湘丘2

DIC九州ポリマ株式会社 特管産廃管理体制図

2017年7月 より電子マニフェスト導入

産廃在庫の管理・排出

Iく――――――――――――!~~~~~― ――――――一――――一―いと一―――_____― ―――――――――――――▼

積み込み立会い・指示

産廃管理

責任者
(安全環境
課長)

社長
(廃棄物処理

統括責任者 )

」EMS社

廃棄物保管場所

製造現場産廃担 当

(安全環境

課員)

各産業廃棄物処分委託業者ヘ


